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夏季東支那海南部のホンサバについての知見

（予報）

今井 健彦＊

SomeNotesontheCommonJapaneseMackerel,伽"伽jqlh0伽
〃”蝿inthesouthernwatersoftheEastChina

Sea,ｉｎＳｕｍｍｅｒ.－(Preliminaryreport）

TakehikolMAI＊

Abgtract

Someinvestigationsonthehabitatofthecommonjapanesemackerelwerｅｃａｒｒｉｅｄｏｕｔｂｙｔｈｅ

‘‘KagoshimaMaru,，,trainingshipoftheFacultyofFisheries,KagoshimaUniversity,inthesouthern

watersoftheEastChｉｎａＳｅａｉｎｓｕｍｍｅｒ,ｂｏｔｈｉｎｌ９６４ａｎｄｉｎｌ９６５・Theresultsareobtainedas

fbllows：

ｌ）Itwasinthesea-hontsituatedatthecross-section,lat､29.-30′Ｎａｎｄｌｏｎｇ・’24.-00′E
anditsvicinitythattheconfirmedcatchofthecommonjapanesemackerelsinclud蝿thatofother

fisheswascarriedoutwiththetrawl-netinJuneandAugust,１９６４．

２）Thefbrklengthofthecommonjapanesemackerelcaughtthere,wasrangedin280～350ｍｍ、

３）Itwasascertainedthat,inthelittoralwatermass,watertemperaturel7～22.Candsalinity

34､0～34.5％ｉｎsummer,thehabitatsofsomeschoolsofthecommonjapanesemackerelswereto
befbundatthewaternearthebottom．

緒 目

東支那海の南部海域（北緯30度線以南）におけるホンサバ(CommonJapanesemackerel，

P'，e”“”ﾙｏｒ"ｓｊ”0"畑s)に関しては，田ノ上・江波（1954)1)，村上（1955)2)，辻田．近藤

(1958)3)，西海区水研（1964)4)等によって，冬季と春季に「はね」釣で漁獲された成魚に

ついて報告されている．

昭和39年と40年の夏，本学練習船かごしま丸（1,037屯）でトロール漁業実習を行なった

際南部海域の漁獲物の中にサバ類が混獲された．

筆者はこの時得られたホンサバと漁場環境について検討したので，その結果を報告する．

調査方法

本学練習船かごしま丸で昭和39月６月10日から20日までと同年８月27日から９月３日まで，

および40年８月27日から31日までの３回にわたり，Fig.１に示すように主として大陸棚上の

水深100ｍ以浅の海域で，トロール操業は夫々36回，３０回および４１回，漁場観測は夫々１１

点，８点および８点で実施した．トロール網は２．５～3.7ノットで曳網された．

＊鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸

（"KagoshimaMaru",TrainingshipbelongingtotheFacultyofFisheries,KagoshimaUniversity）
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此の間に入網したサバ類は入網部位，生死別数を調べ，体長測定を行なった．ホンサバと

ゴマサパ(Spottedmackerel,Ｂｚｅｉ”αZ”〃oγ"s#α”'zoc”Aα血‘s)は腹部の班点の有無，背部担鰭
骨数のＸ線写真によって同定した．

１２７。

Fig.１．Ｃｈａｒｔｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅｌｏｃａｔ１ｏｎｏｆｔｈｅｏbservingstat1onsofseaconditionslnthe
trawlfishingground．
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結 果

ｉ・海況

３９年６月の水温，塩分の水平分布をFig.２によって観察すると，２５ｍ層においては漁場

の南西部に水温23.Ｃと２４ｏＣの等温線と塩分34.0%｡の等塩線がみられ，比較的高温，高

賊となっている．しかし北東部には水温l5oCから２２。Ｃの等温線が現われ，塩分も３３．０%･

の等塩線がこの低温部をおおっていて南西部に比較して低温，低賊である．

５０ｍ層においても南西部には水温２１～23｡Ｃの等温線が出現しており，塩分は３４．３と

34.4%･の蝶堀線がみられる．しかし北東部には水温13～20.Ｃの等温線と塩分34.1%0の等

塩線があり，南西部に比較して２５ｍ層と同様に低温低峨である．

垂直分布の状態をFig.３で観察すると，北東部(St､１）の２０ｍ層附近に極めて顕著な水温

躍層が形成されている．躍層の上面には２OCCの等温線，下面には15.Ｃの等温線がみられ

るがいずれも斜走して南部海域の底層に達しているのが注目される．塩分は北東部の表層か
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Fig.２．Horizontaldistributionsofwatertemperaturesandsalinitiesinthefishing
groundinJunelO～20,1964.
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今井：東支那海南部のホンサバについて

｡、０

ら５０ｍ層までに２８．０～34.0%･の比較的低蛾な等塩線がみられるが南西部には１０ｍ層に

34.0%｡，５０ｍ層には34.4%･の等塩線があり，北東部に較べて高鹸となっている．

この両水塊を分析するとFig.４に示す通り，北東部(St,５）では表層から２５ｍ層に比較的

高温，低鹸な大陸沿岸‘性の表層水と低温でやや高鹸な沿岸系の底層水で構成されていること

がわかる．南西部では表面は高温，高鹸な黒潮系水で構成されている．また中間部(St､８)で

は高温低餓な表層水と比較的高温，高鹸な底層水があり，両者の混合がよく行なわれている

ことがわかる．

ホンサパはこれらの水塊の中で沿岸‘性の底層水の張り出した海域(St､５)で入網し．ゴマサ

バは混合水塊(St､８)で入網した．
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３９年８月の水温，端分の垂直分布をFig.５でみると，表層附近には水温28.Ｃ，塩分

34.1%･程度のいわゆる束支那海の表層混合水が出現しており，東部(St､７)では５０ｍ層まで

深く広がっている．西部(St､１)ではこの水塊の層は東部に較べて薄い．水温躍層は西部の

50ｍ層附近から斜走して東部では７５ｍ層にみられる．この躍層の上面には27.Ｃの等温線，

下面には２OCCの等温線があり，底層は１９℃台の水温でおおわれている．塩分は５０ｍ層に

34.3%･の等塩線が横走していて，下層は３４．４%･台となり，東部に３４．５%｡の高鹸帯もみら

れる．

ホンサバはこの時期に西部(St､１)附近で多数入網した．

４０年８月の水温，塩分の垂直分布はFig.６に示したように水温28.Ｃ塩分33.8～33.9%・

の高温，低繊な沿岸系水塊が北部では表層から３０ｍ層附近まで張出し，南部では６０ｍ層附

近までみられる．その下層に水温躍層があり，全般的に水温勾配は急である．躍層の下端に

Fig.３．Verticaldistributionsofwatertemperaturesandsalinitiesinthe

fishinggroundinJunelO～20,1964.

-Isotherm…Isohaline
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は21.Ｃの等温線が斜走して南部(St､7)では９０ｍ層附近に達している．南部の100ｍ層附
近には19.Ｃの低温水もみられる．塩分は躍層の上面に34.0%･の等塩線があり，その以深
は高鹸となり，底層附近には34.5%｡以上の高鹸水が拡がっている．

Salinity（％･）

2７２８２９３０ ３ １ ３ ２ ３ ３ ３ ４ ３ ５

8０

この時期にはホンサバは全然入網しなかった．しかし南部のＳｔ､５とＳｔ､６の海区ではゴマ
サバが入網した．

ｉｉ・羅網率

トロー網で漁獲されたサバ類はＴａｂｌｅｌに示す通りである．サバはＣｏｄ内に他の底棲魚

類と共に入網して姥死しているものとSquarepartに刺さって漁獲されるものとがある．全

体的にはＣｏｄ内の数が多く，全数の６１％に達している．Squarepartに刺さっていた魚体

は船上に網が曳き揚げられた後も生きていたものが35尾あり，Squarepartに刺さった数の
70％を占めている．

漁獲されたサバ類の体長組成はFig.７に示す通りである．６月にゴマサバと混獲されたホ

ンサバの尾叉長は260～330ｍｍの範囲であった．同時に漁獲されたゴマサバは280～340ｍｍ

の体長範囲でホンサバと著しい相違はみられなかった．

８月に漁獲されたゴマサバの尾叉長範囲は290～340ｍｍであった．
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Fig.４．T-Scurvesofthreestationsinthetrawlfishing
ground．

×Station５，Ｊｕｎｅ14,1964

△Station８，Ｊｕｎｅ17,1964

○Station９，Ｊｕｎｅ18,1964
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鍵

考 察

ホンサバの棲息場の環境については笠原，伊東（1953)5）は日本沿海では大体１０～20.Ｃ

の水温範囲に棲息しており，たまに２３ｏＣの高温帯にもみられること，若令魚の夏季におけ

る棲息水温が成魚の場合より幾分高い傾向

にあること等をのべて居る．田ノ上。江波

（1954）は３月に草垣島西方の表面水温

19.7ｏＣの海域の中層には体長320～380ｍｍ

の成魚群が棲息していたことを報告してい

る．村上（1957)，辻田。近藤（1958）は

２月と３月の冷水塊の張出しの強い時期に

束支那海南部ではホンサバとゴマサバの混

狸が多く，ホンサバは大陸寄りに棲息して

おり４月に290～370ｍｍ体長範囲の群がみ

られたことを報告している．土肥（1958)6）

は山陰沖で３月から６月に中層水温12～

18.C,塩分３３．８～34.7%｡，秋には夫々 １６

～19｡C,塩分33.8～34.1%･範囲の水塊に魚

群が多いことをのべている．西海区水研

（1964）の最近の調査では束支那海南部海

域で６月までホンサバが混独されたことが

報告されている．

３９年６月にホンサバが入網した場所は大

陸沿岸水系の水温１５～20.C，塩分３０．０～

34.4%･の海域であって，前記ホンサバの

棲息環境とほぼ同じである．

３９年８月にホンサバが入網した場所では

23。Ｃの等温線が５０ｍ照にあり，20.Ｃの

等温線は６５ｍ層附近にみられるので魚群

は５０ｍ層以深の底層に棲息していたもの

と推定される．

４０年８月の場合には８０～100ｍ層に通水

温帯がみられたが，ホンサバは漁獲なく，

小数のゴマサバだけが入網した．ホンサバ

群が棲息していなかったものと考えられる

が．これだけの調査では断定は困難である．

4Ｉ概綿6iM…

?■■蝿

勘２’

0鱗
１．：、１

繍繍認:艦津Ｉ順蝋
、

曲

2卜蝋淵１
１

鵬

像|蕊

8卜

羽;:想溌母
.．、:..;,‘丸・軸.．､::､鞭，.鶴,.._・ﾂー．.k:ザ．．gざ、１．，．．．

１
１

飼
一
冒
一
で
一
シ
弓
昌
一
』
○
・
目
の
ｐ
Ｅ
。
之

２
０
８
６
４
２
０

■画■1m

August，ｌ９６４
ＣｏｍｍｏｎＪ．Ｍ、

Forklength(ｍ,.）

Fig.７．Ｈｉｓｔｏｇｒａｍｓｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅｉｂｒｋｌｅｎｇｔｈ
compositionofthecommonjapanese

、ackerelsandthespottedmackerels．

■

:[誰剛“ 鶴

,鱗畑霞烹J漁Ｌ
２－

が，これだけの調査℃＼は断正二は幽雌Ｃの。．

生魚は曳網中入網して生き残ったものか,または揚網途中で雑網したものか，明瞭な区別

はできないが，辻田。近藤（1958）がゴマサバの胃内容物調査結果から，底層を遊泳するこ
とを認めていること，田ノ上（1966)7)が屋久島北方漁場で夏季底層にゴマサバ群が棲息し



要約

１．夏季に東支那海南部海域に棲息しているホンサバとその漁場環境について調査した．

２．北緯29o-30'，東経124o周辺の水深70ｍの海域で６月と８月にトロール網で漁獲さ

れた魚類の中にホンサバが混獲された．

３．ホンサバの体長範囲は280～350ｍｍであった．

４．ホンサバは夏季大陸沿岸性の水塊中で水温１７～22。C，塩分34.0～34.5%･の範囲の底

層近くに棲息しているものと推定される．

鹿児島大学水産学部紀要第１６巻（1967）

ていることを報告した事から判断すると曳網中と揚網時の両方の場合に入網するものと考え

られる．

入網魚の体長範囲は冬春季に「はね」釣りで漁獲される体長範囲とほぼ同程度である．こ

の海域のサバ群は春から大部分が北上移動するものとみられているが，一部そのまま滞泳す

る群があり，これらの魚群がトロール網に入網するものと考えられる．

8４

終りに，本研究をはじめるに当って種々御指導と便宜を与えていただいた「かごしま」丸

植田総一船長，貴重な御教示と本文の校閲を賜わった本学部の田ノ上豊隆博士に深謝する．

また，本研究の実施にあたり，多大の御援助を受けた「かごしま」丸航海士，乗組員各位に
感謝する．
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